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島根県離島振興計画（案）について 

１．11 月定例会以降の修正等（修正箇所は下線部） 

（１）11 月定例会での意見等を踏まえて、県計画（素案）を以下のとおり修正し、パブリックコメントを実施 

No 項目 11 月定例会での意見等の要旨 対応・考え方 該当頁

１ 第３章 

Ⅱ-７ 人材の

確保・育成 

計画には高校教育までの記載しかない

が、隠岐地域においては、もう一段上の高

等教育を受ける機会が今はない。 

コロナ禍によって、リモート教育が進展し、

高校、大学、各種学校等の教育を、隠岐で

も受けられる可能性が出てきており、もう少し

踏み込んだ書きぶりが必要ではないか。 

高等教育を受ける機会の確保に係る記載を追加。 

（現状と課題） 【文言追記】 

人口減少の主な原因である若者の島外流出は、高校卒業後の進学・就職が大きな

要因を占めていることから、島内で暮らしながら高等教育を受ける機会を確保すること

や、隠岐に残りたい、戻りたいという子どもや若者を育む取組に加え、隠岐で働く魅力

や意義について考え、隠岐での就職意識を高めてもらうための情報や機会をきめ細

かに提供していくことが大切です。 

（取組の方向） 【追加】 

④ 高等教育を受ける機会の確保 

ＩＣＴの進展による学習環境の変化を踏まえ、資格取得ができる高等教育機関の誘

致など、高校卒業後に島内で暮らしながら高等教育を受ける機会の確保に努めま

す。 
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現状値 年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

空き家を利活用した件数
【当該年度４月～３月】

○
(0.0)
↓
11.0

(R4)
↓
R3

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 件 単年度値

指標名（KPIの名称）
隠岐
限定

計画策定時点 目標値
単位

計上
分類

現状値 年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

自然公園の利用者数（令和２
年度からの累計値）
【当該年度12月末時点】

○
(111.0)
↓
195.0

R3 533.8 682.3 822.5 954.5 1,078.3 千人 累計値

計上
分類

指標名（KPIの名称）
隠岐
限定

計画策定時点 目標値
単位

（２）パブリックコメントでの意見に対する県の対応・考え方  

（３）県計画（素案）のＫＰＩ一覧で、現状値に誤りがあり、以下の２項目について修正

２．県計画（案） 

  別冊資料のとおり 

３．県計画の策定スケジュール  

２月～３月 国との最終調整 

３月 主務大臣（国土交通、総務、農林水産、文部科学、厚生労働、経済産業、環境）へ提出、隠岐４町村へ通知 

No 項目 意見の要旨 対応・考え方 

１ 第３章 

Ⅰ-２ 地域生活交

通の確保 

バス事業者の IC カード導入に対して、 

各種交付金等が活用できればと思う。 

路線バスや空港連絡バスへのＩＣカード導入は、利用者の利便性を高めるものと認識して

います。 

バス事業者から、現時点で導入についての要望はいただいておりませんが、導入に対す

る事業者や町村のご意見を確認したうえで、必要に応じて対応を検討してまいります。

No 項目 修正内容 該当頁

１ 0106 住環境づ

くり 

46 

２ 0304 自然環境

の保全と活用 
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「小さな拠点づくり」の今後の方向性について

集 落
（中山間：3,448、非中山間：398）

「人口減少」「高齢化」「災害」等に
より生活機能の確保が困難

公民館エリア
（中山間：225、非中山間：74）

小規模化（最小:133人、平均：1,323人）に
より生活機能・コミュニティ機能の低下が顕著

複数の公民館エリア
（モデル地区：4）

モデル地区人口（選定時）
安来：1,058人、江津：2,560人
邑南：1,419人、大田：1,624人

集落百万円事業
H11～H13
1,374地区

住民主体

小さな拠点
づくり
H28～

住民主体

モデル地区
R2～

住民主体

今後の方向性

「小さな拠点づくり」は、公民館単位で住民の合意に
基づく、地域課題解決のための実践活動の取組であり、
今後も必要である。

〇県の支援
・人口推計や、先進事例等の情報提供

・自治会輸送など住民による交通手段の確保

・住民による商店運営や移動販売誘致等

・地域運営組織による収益活動

・Ｉターン者支援等

→スモール・ビジネス等の取組
Ｉターン者獲得や関係人口受入、空家活用

〇市町村の支援

⇒ 単独・複数エリアの取組は、継続

・高齢者支援、子育て支援
・自主防災等の実践活動支援 等

（１）公民館エリアでの取組（従来からの取組）

（２）平成合併前の旧市町村単位による生活機能の確保（今後の取組）

① 生活する上で重要な「医療」「生活必需品の入手」等の生活機能を将来にわたり維持し、

住民がサービスを利用できる環境整備が必要

② 旧市町村単位（全域）には、上記の機能は現在、概ね確保されている

→ 現状、医療機能、商業機能（買物）のない旧市町村は無、ガソリンスタンドのない

旧市町村は旧布施村のみ

③ これまでの住民主体の取組に加えて、行政が、より関与しながら、旧市町村単位の生活機能を

維持・確保し、周辺の地域もこの機能を利用する対策を実施

→ 県は市町村の方針を踏まえて、協力、連携して、旧市町村単位の医療・介護、買物、

燃油、金融等の生活機能の維持・確保に取り組む （旧市町村内は最適な交通で結ぶ）

【取組イメージ】

旧市町村エリア内で機能確保

買物
生鮮品取扱店

ＧＳ（灯油等の配達）

医療
介護

医科・歯科診療所
介護サービス

行政
手続

役場支所

金融 郵便局・ＪＡ

公民館エリア
（単独・複数）

「互助」「共助」
住民活動の拠点

高齢者支援
子育て支援
たすけあい活動
自主防災……等

最適な交通手段に
よる移動手段確保

県と市町村は協力・連携

して、旧市町村エリアの

生活機能の維持・確保に

取り組む

幹線道路の
常時通行の確保

【県支援イメージ】

・ 旧市町村単位での生活必需品（食料品・燃料等）の入手環境の維持

・ 中長期的な医療・介護提供体制の構築

・ 最適な交通体系の助言と支援

・ 生活機能の利便性に配慮した複合拠点施設への改修支援

（生活機能ワンストップサービス）

・ 空き家等を活用した定住住宅整備支援による、Ｕターン・Ｉターン受入

・ 市町村が実施する居住環境の整備（冬季や病後等の一時居住施設）を支援

住まい 定住住宅整備

一時居住施設等

旧市町村エリア

・救急医療
・高等教育
・耐久財の購入
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【参考資料】

買物 燃料 交通 医療

H30中山間地域指定
（辺地を除く）

スーパー コンビニ ＧＳ タクシー 病院 診療所

松江市 本庄、秋鹿、大野 2 1 1 2 0 4
鹿島町 御津、恵曇、講武 0 3 - 2 1 0
島根町 （全域） 0 0 1 0 0 2
美保関町 （全域） 0 1 1 0 0 3
八雲村 （全域） 1 1 1 0 0 3
八束町 （全域） 1 1 1 1 0 2
浜田市 （全域） 14 19 17 7 3 38
金城町 （全域） 1 1 4 1 0 3
旭町 （全域） 1 0 4 1 0 3
弥栄村 （全域） 1 0 1 1 0 1
三隅町 （全域） 2 1 3 0 1 3
出雲市 園、朝山、稗原、乙立、上津 0 1 - 0 0 6
平田市 鰐淵、西田、北浜、佐香、伊野 0 1 3 0 0 4
斐川町 阿宮 0 0 - 0 0 0
佐田町 （全域） 1 0 2 1 0 3
多伎町 （全域） 1 1 1 1 0 1
大社町 荒木、日御碕、鵜鷺 3 3 2 1 0 7
益田市 益田、安田以外 2 3 6 1 0 4
美都町 （全域） 0 1 1 0 0 3
匹見町 （全域） 0 0 1 1 0 3
大田市 （全域） 8 8 16 5 2 25
温泉津町 （全域） 0 0 2 1 0 1
仁摩町 （全域） 1 1 1 1 0 2
安来市 大塚、飯梨、宇賀荘 1 2 1 0 0 1
広瀬町 （全域） 4 2 4 2 1 3
伯太町 （全域） 0 1 1 1 0 5
江津市 （全域） 10 11 11 6 2 19
桜江町 （全域） 1 1 1 2 0 4
大東町 （全域） 4 2 5 2 1 4
加茂町 （全域） 1 1 2 1 0 3
木次町 （全域） 4 2 4 0 1 7
三刀屋町 （全域） 3 4 3 1 1 5
吉田村 （全域） 1 0 3 0 0 1
掛合町 （全域） 1 1 2 1 0 3
仁多町 （全域） 1 2 5 1 1 2
横田町 （全域） 3 2 4 2 0 5
頓原町 （全域） 1 0 3 1 1 1
赤来町 （全域） 2 1 3 1 0 2

川本町 川本町 （全域） 3 1 4 1 1 0
邑智町 （全域） 1 1 3 3 0 4
大和村 （全域） 0 0 2 1 0 2
羽須美村 （全域） 0 0 2 0 0 2
瑞穂町 （全域） 0 2 5 1 0 5
石見町 （全域） 3 1 7 2 1 4
津和野町 （全域） 1 1 2 1 1 2
日原町 （全域） 0 1 2 2 0 2
柿木村 （全域） 0 0 2 1 0 2
六日市町 （全域） 2 1 5 1 1 1

海士町 海士町 （全域） 0 0 3 2 0 1
西ノ島町 西ノ島町 （全域） 1 0 3 2 1 2
知夫村 知夫村 （全域） 0 0 1 0 0 1

西郷町 （全域） 3 0 10 8 1 5
布施村 （全域） 0 0 0 0 0 1
五箇村 （全域） 0 0 3 1 0 1
都万村 （全域） 0 0 2 1 0 2

注）①　平成30年４月１日時点において、全域が中山間地域でない旧市町村（東出雲町、玉湯町、宍道町、湖陵町）は表に含まれていない

　　 ②　ガソリンスタンド：平成30年度の中山間地域のガソリンスタンド等実態調査を基に、R4.8月、聞き取り等により運営状況を確認

　　 ③　タクシー事業者：営業所数（R4.9.15交通対策課調査）

　　 ④　スーパー、コンビニ：平成30年度地域実態調査（中山間地域・離島振興課）

　　 ⑤　病院、診療所：病院一覧、一般診療所一覧（R4.10.1医療政策課）

　　 ⑥　－　：データなし

出雲市

中山間地域の生活機能の確保状況

市町村
（１９）

旧市町村
（平成合併前）

松江市

浜田市

隠岐の島町

益田市

大田市

安来市

江津市

雲南市

奥出雲町

飯南町

美郷町

邑南町

津和野町

吉賀町
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